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7.『 儒 教 と道 教 』

この論 文 の雑 誌掲載 時 の題名 は 『儒 教』で あ った。 ヴ ェー

バ ー に と って 儒 教 と は官 僚 精 神 の 典 型 で あ る。 だ か ら、

この 論 文 は、 そ の 儒 教 を 批 判 す る こ とで 、 官 僚 精 神 を 批

判 す る こ とを ね らった 論 文 だ った の で あ る。

儒 教 だ けで な く道 教 を 付 け足 した の は、 正 統 と異 端 の

両 方 を そ ろえ るた め で あ る。 これ は、 この 後 の 論 文 で 、

ヒ ン ド ゥー教 と(そ の 異 端 で あ った)仏 教 ユ ダ ヤ教 と

(ユ ダヤ 教 の異 端 で あ っ た)キ リス ト教 、 を 語 る の に 合

わ せ た よ う と した か らと思 わ れ る。

この 改 訂 増 補 版 で は、 正 統 た る儒 教 だ けで な く、 異 端

た る道 教 も、 呪 術 的 世 界 を 廃 棄 す る ど こ ろか 、 助 長 し、

呪 術 的 世 界 そ の もの とな って しま った こ とを 明 らか に し

て い る。

まず は中 国 史 を 外 観 しよ う。

中 国 史 年 表 王 朝 名 年 代 ポイ ン ト

◆王 朝 名:殷 前16-11世 紀

・神 権 政 治 王 の 卜占(甲 骨 文 字)人 身 供 養羌 族 を

犠 牲 と して 捧 げ る

◆王 朝 名:周 西 周 前11世 紀 一B.C.771

・封 建 制(各 地 に王 族 ・諸 侯 を 配 置 して 支 配 させ る)

◆王 朝 名:周 東 周 B.C.77-256

◆王 朝 名:春 秋 時 代 B.C.770-476

・都 市 発 展 時 代 鉄 器 によ る飛 躍 的 農 業 生 産 増 大

・孔 子 ・墨 子

◆王 朝 名:戦 国 時 代 B.C.475-221

・諸 子 百 家

◆王 朝 名:秦 B.C.221-206

・始 皇 帝 家 産 制(国 家 を 皇 帝 の 家 産 と して 支 配 す る

制 度)の 始 ま り

◆王 朝 名:前 漢 B.C.202-A.D.8

・儒 教 の 官 学 化 儒 教 は体 制 を 正 当 化 す る もの で あ っ

て も行 政 の 指 針 と はな らず

◆王 朝 名:新 A.D.8-23

・儒 教 に よ る政 治 革 命 実 践 的 原 理 を もた ず 失 敗

◆王 朝 名:後 漢 A.D.25-220

・道 教 徒 の一派 で あ る太平 道 によ る黄 巾 の乱184華 北 ・

華 中 の 人 口激 減

◆王 朝 名:三 国 時 代 A.D.220-280

・北 族(北 夷)の 流 入

◆王 朝 名:普 A.D.256-316

◆王 朝 名:五 胡 十 六 国 A.D.316-439

・遊 牧 民 族 の 中 国 北 部 へ の 流 入 ・占拠

◆王 朝 名:南 北 朝 A.D.439-589

◆王 朝 名:隋 A.D.581-618

・新 た な 北 族 の 勝 利

・選 挙 の 制

◆王 朝 名:唐 A.D.618-907

・科 挙 の 制

◆王 朝 名:五 代 A.D.907-960

◆王 朝 名:北 宋 A.D.960-1127

・王 安 石 の 改 革1069-76

・科 挙 制 度 完 備

◆王 朝 名:南 宋 A.D.1127-1279

・士 大 夫 官 僚=大 地 主=豪 商 の 三 位 一 体

・朱 子 学 の 誕 生

◆王 朝 名:元 A.D.1271-1368

・塩 引(え ん い ん)(専 売 の 塩 の 引換 券)と 商 税(間

接 税)に よ る財 政

・紙 幣 の 発 行

・ラマ 教(チ ベ ッ ト仏 教)の 王 宮 席 巻

　A.D.1351-66

・紅 巾の 乱(終 末 論 的 宗 教 結 社 の 白蓮 教 に よ る反 乱)

◆王 朝 名:明 A.D.1368-1644

・漢 人 王 朝

・ 「海 禁 」 朝 貢 外 交 へ の 後 戻 り

・宦官 の 暗 躍

◆王 朝 名:清 A.D.1644-1912

・女 真 族 支 配 科 挙 体 制A .D.1840-1842

　A.D.1840-1842

・アヘ ン戦 争 A .D.1840-1842

　A.D.1851-1864

・太 平 天 国 の 乱(キ リス ト教 の 影 響 を う けた 拝 上 帝 会

に よ る反 乱)



◆王 朝 名:中 華 民 国 A.D.1912－

◆王 朝 名:中 華 人 民 共 和 国 A.D.1947－

ヴェーバーの世界史認識で特徴的なのは、封建制と家

産制の区別である。

封建制はヨーロッパのみに起きたと、ヴェーバーは考

えている。これは、君主と騎士との間の自由な契約関係

が社会を構成する中心的関係である。この関係のはざま

に、誓約共同体としての自治都市が生まれ、ブルジョワ

ジーと資本主義が孕まれた。

それに対 して、家産制国家では、国家は王や皇帝の家

の財産の拡大とされ、自由な人格による契約はみ られず、

臣下は王や皇帝に隷属 していた。

中国では科挙制度によって、皇帝と対抗する貴族や領

主が育たず、皇帝権力におもねることで、官僚利権をも

とめる士大夫たちがうまれた。

官僚は基本的にほとんど無給、あるいは薄給であった。

通貨の不足 ・取引の手間が大きすぎるため、税収をいっ

たん国庫に納めてから官僚の給料が払われるのではなく、

現地で徴収 した税を一部だけを中央に上納 して残りを公

然と着服するのが常であった。

また、官僚は3年 ごとに任地を移動するので、現地の

ことには疎 く、 実際の現場 の実務 は地方の実務官僚

(「胥吏」 しょり)が 担った。

たてまえとしては、官僚は科挙制度によりあ らゆる階

層から抜擢され、皇帝の臣下とされた。実際には富裕な

「士大夫」 とよばれる、官僚と土地所有者と商人の三位
一体の階級、が形成されていった。 しか し皇帝に対抗す

る勢力とはならずあ くまでも皇帝とその帝国に寄生する

知識人=有 力者で しかなかった。

科挙制度で重視されたのは、専門知識ではな く、詩作

と文章の巧みさと儒教知識の豊富さであった。

試験の席次は発表され、とくに 「殿試」での席次(ト ッ

プは 「状元」)は その後の出世のコースを決めた。

こうした経済 ・政治状況にたい して、中国の宗教 ・思

想は、適応するだけで何ら変えることはなかったのであ

る。(現世適応)

個々の思想についてすこし触れておこう。

初期の儒家の思想は、人間関係調節的な教えの羅列で、

宗教思想 とはいえない。「鬼神を語 らず」 として、宗教

的なことには言及 しない。儒家はもともとは冠婚葬祭の

集団であり、とりわけ葬式をとりおこなう 「葬式屋」だっ

た(白 川1972)。

孔子は、冠婚葬祭の時の音楽の調和を人間関係にあて

はめていったように思われる。 その中心思想である、

「仁」 は、人が二人いることを意味 し、人間関係のみこ

とな調和、のことを意味する。また 「礼」は、乱れのな

い人間関係の遂行を意味する。おそ らく祭儀の破綻のな

い遂行か ら生まれた思想と思われる。

墨家は、防衛戦専門の戦争請負人集団(「工兵」)だ っ

たようだ。人格神としての 「上帝」の下の平等を主張 し

た。その開祖の墨子は、どうや ら工具としての規矩準縄

(き くじゅんじょう)か らその思索をめ ぐらしていたよ

うである。「規」はコンパス、「矩」は直角定規のことで,

それぞれ円形 と方形を作 り出すための器具。「準」 とは

水準器,「 縄」 は下げ振 り縄のことで,そ れぞれ水平と

垂直を作 り出すための器具。とくに 「準」(水 準器)か

ら平等論を発想 しているのではないかと思われる。

荘子と老子は、規則としての礼を重視する儒家を批判

している。だか ら、儒家よりも後の思想家である。「道

(タオ)」 の原理を主張 している。「道」 とは、あらゆる

現象に先立ち、その背後にあって、この世界を支配 して

いる原理である。

道教は、老子を開祖にいだいているが、もともとは老

子とは関係ない、中国古来か らある呪術的自然信仰を、

仏教の影響のもとに、仏教との対抗意識か ら、体系化 し

た もの。現世の御利益(ご りやく)、 とりわけ不老不死

をもとめる。陰陽と五行(木 ・火 ・土 ・金 ・水)に よる

循環原理を作り上げた。

朱子学は南宋の朱熹が体系化 した儒教思想である。道

教の影響のもと、理(世 界の形成原理)と 気(世 界の実

質原理)の 絡み合いか ら世界を説明 している。

「理」は人間に内在 して性となり、「仁義礼知」 となっ

て発現 して国家 ・社会にひろがっていく、とした。また

儒教の古典を 「四書五経」として整理 した。この四書五

経は科挙試験の内容となって思想界を支配 した。

世俗適応の官僚の精神である儒教は、現実的な合理主

義であるが、呪術的な世界は放置 した。結果それは 「呪

術の森」たる道教となって肥大化 して、中国民衆の世界

を支配 している。「呪術からの解放」(脱 呪術化)は 、こ

うした官僚の表面的な現実適合の思想では遂行できない。

む しろ宗教的な先鋭な思考による変革な くしては行われ

ないのである。

8. 『ヒ ンデ ゥー教 と仏教 』

現世適応の官僚の合理主義(儒 教)で は、呪術の園と

なった世俗を、改革することはできなかった。では現世

を否定するような宗教ではどうなのだろうか。そこで私

たちはもっとも世俗(日 常世界)を 否定するような諸宗

教を生んだイ ンドをみてみることにする。



イン ド史 年表と注

前2500-2000 ・イ ンダス 文 明

前2000頃 ・ア ー リア人 、 パ ンジ ャ ブ地 方(西 北 イ

ン ド)に 侵 入 。

・ リ グ ・ヴ ェ ー ダ 成 立

前1000頃 ・アー リア人 、 ガ ンジス 川 流 域 に進 出 。

・バ ラモ ン(僧 侶) 、 ク シ ャ ト リヤ(騎

士)、 ヴ ァイ シ ャ(庶 民)、 シ ュ ー ドラ

(隷 属 民)か らな る ヴ ァル ナ 制 度 、 次

第 に確 立 。 ヤ ジ ュル ・ヴ ェ ー ダ、 サ ー

マ ・ヴ ェ ー ダ、 ア タル バ ・ヴ ェ ー ダの

編 纂

リグ ・ヴ ェー ダ は、 ホ ー ト リ祭 官 に所 属。 神 々の讃 歌 。

イ ン ド ・イ ラ ン共 通 時 代 に まで 遡 る古 い 神 話 を 収 録 。

サ ー マ ・ヴ ェー ダ は、 ウ ドガ ー ト リ祭官 に所属 。 リグ ・

ヴ ェー ダに 材 を 取 る詠 歌 集 。

ヤ ジ ュル ・ヴ ェー ダ は、 ア ドヴ ァ リュ祭 官 に所 属 。 散

文 祭 詞 集 。 神 々 へ の 呼 び か けな ど。

ア タ ル ヴ ァ ・ヴ ェー ダ は、 ブ ラ フマ ン祭 官 に所 属 。 呪

文 集 。 他 の 三 つ に比 べ て 成 立 が 新 しい 。

前7-6世 紀 ・初 期 ウパ ニ シ ャ ド(ヴ ェ ー ダの 付 随 文

献)成 立

・業 ・輪 廻(カ ル マ)の 教 説 、 宇 宙 原 理

ブ ラ フマ ンと個 体 原 理 ア ー トマ ンの 合

一(梵 我 一 如)説

前5-4世 紀 ・<都 市 発 展 時 代>「 古 ク シ ャ ト リア」

時 代

・ジ ャイ ナ 教 ・仏 教 、 成 立

前321頃 ・マ ウ リ ア 朝(一 前187頃)イ ン ド統 一

カ ウテ ィ リヤ 『実 利 論 』

・ア シ ョー カ王(前268-232) 、 仏 教 保

護

前220一 後236 ・ア ー ン ド ラ(サ ー タ ヴ ァ ー ハ ナ)朝 中

南 イ ン ド

・バ ラモ ン教 を 保 護

・ナ ガ ー ル ジ ュナ

ナガールジュナ(龍 樹)は 、イ ンドの代表的仏教思想

家。「般若経」の 「空」を継承発展させ、大乗仏教の根

本思想として理論づけ、大乗仏教での最初の学派、中観

(ち ゅうがん)派 の祖 とされる。

空(く う)と は、世界には現象はあるが実体はない、

とする仏教の基本的でもっとも重要な概念。

後45-250 ・ク シ ャ ー ナ 朝 北 イ ン ド

・カ ニ シカ 王 の 仏 教 保 護

後1世 紀 ・ 「バ ガ ヴ ァ ッ ト ・ギ ー タ ー 」 最 終 成 立

(原型 は前1世 紀)。

・マ ヌ法 典(イ ン ドの 伝 統 的 社 会 規 範 を

説 く聖 典)(前2一 後2世 紀)

250-320 ・分 裂 時 代

320-520 ・グプ タ朝 、 イ ン ド統 一 バ ラ モ ン文 化

復興

6-10世 紀 ・ラー ジプ ー ト(戦 士)時 代(分 裂 時代)

〈中世〉

700750頃 ・シ ャ ンカ ラ、 ヴ ェ ー ダ ンタ哲 学 の 発 展

シ ャ ンカ ラ は、8世 紀 の イ ン ド宗 教 哲 学 家 。 彼 の 「不

二 一 元 論 」 は、 宇 宙 の 根 本 原 理 で あ る ブ ラ フ マ ンと 自己

の 中 にあ る ア ー トマ ンは同 一 で あ り、 した が って ア ー ト

マ ンは ブ ラフ マ ン と同様 、 不変 常 住 、 常 住解 脱 者 、 無欲 、

不 老 で あ る とす る。 しか し現 実 の 人 間 は うつ ろ いや す い

個 別 的 で 物 質 的 な 世 界 しか と らえ る こ とが で きず 、 輪 廻

に く る しん で い る。 シ ャ ンカ ラ は 、 そ れ は人 間 が 無 知

(ア ビ ドヤ ー)の た め に、 現 象 世 界 が じつ は幻 影 の よ う

に実 在 しな い もの で あ り、 ブ ラ フ マ ンと ア ー トマ ンが 不

二 で あ る こ と に気 づ か な いか らで あ る。 この 無 知 を 滅 す

る こ と に よ って 輪 廻 か らの 解 脱 が 可 能 とな るの だ と説 い

た 。

11世 紀 ・イ ス ラ ム教 徒 の 侵 入 〈近 世 〉

11-12世 紀 ・セ ー ナ 朝

・仏 教 、 イ ン ドで 消 滅 。

1206-1526 ・デ ー リー諸 王 朝 時 代

13-14世 紀 ・北 イ ン ドの ム ス リム諸 王 朝

・デカンの諸王朝

・南の半島南端の仏教の諸王朝

14世 紀 ・北 イ ン ドの ム ス リム諸 王 朝

・デ カ ンの ム ス リムの パ フ マ ニ ー朝

・南 部 の ヒ ンデ ゥーの ビ ジャヤ ナ ガル 朝

1526 ・ム ガル 帝 国 、 成 立

1707 ・ム ガル 帝 国 衰 退 。

・継 承 国 家 と分 立 国 家(マ ラ ー タ同 盟 、

シ ー ク教 徒 な ど)

シー ク教 と は、 ヒ ン ド ゥー教 と イ ス ラ ム教 が 融 合 した

宗 教

1856 ・プ ラ ッ シ ー の 戦 い イ ギ リ ス 、 ベ ン ガ

ル徴税権を得る 〈近代〉

1857-1859 ・セ ポイ の 反 乱

1858-1947 ・イ ン ド帝 国 イ ギ リス、 イ ン ドを 直 接

支 配 。



カ ー ス ト制 と は、 バ ル ナ 制 と ジ ャ ー テ ィ制 の2つ を 総

称 した もの で あ る。

バ ル ナ は、 人 間 を 「再 生 族 」 と 「一 生 族 」 に分 け る。

再 生 族(ド ヴ ィ ジ ャ)は 、 一 定 の 年 齢 に達 す る と師 に

つ い て 入 門 式(ウ パ ナ ヤ ナ)を 受 け、 聖 な る紐(ひ も)

を 受 け る。 これ を 「第 二 の 誕 生 」 とみ なす の で 、 「再 生

族 」 とよ ば れ る。 再 生 族 は、 バ ラ モ ン(祭 司)、 ク シ ャ

トリア(騎 士)、 バ イ シ ャ(庶 民)に 分 か れ る。

一 生 族(エ ー カ ジ ャ)は
、 シ ュー ドラ(隷 属 民)。 さ

らに この 下 に 、 不 可 触賤 民 が い る。

ち な み に 、 再 生 族 の ヒ ン ド ゥー男 子 に適 応 され る古 代

イ ン ドに お い て 成 立 した 理 想 的 人 生 区 分 と して 、 つ ぎの

よ うな ヒ ンデ ゥー の4住 期(ヴ ァル ーナ ス ラマ ・ダル マ)

が あ る。

(1)学生 期(ブ ラ フマ チ ャル ヤ)ヴ ェ ー ダ学 習

(2)家住期(ブ ラフマチャルヤ)家 庭人として勤めを

果たす

(3)林住 期(ヴ ァ ーナ プ ラス タ)引 退 して 林 の 中 に隠

居する

(4)遊行 期(サ ンニ ャー サ) 聖地に巡礼 して死を

迎える

ジ ャー テ ィ はバ ル ナ よ り も さ らに細 分 化 され て お り、

ほ とん ど職 能 ご と に別 の ジ ャ ー テ ィ と され る。 そ の 特 徴

は、 内婚(同 じ ジ ャー テ ィ内 部 で通 婚 す る)、 水 の や り

取 り ・食 事 を 共 にす る こ と(他 の 者 か ら受 け取 った り、

と も に食 べ るの は不 浄 と さ いて 忌 避 され る)、 職 業 の 継

承 す る こ と、 で あ る。 ジ ャ ーテ ィ は男 系 で 継 承 され る。

ま た イ ン ドの 前 近 代 性 を 示 す 慣 行 と して しば しば と り

あ げ られ るの は、 「寡 婦 殉 死 」(サ テ ィ ー)で あ る。 これ

は、 夫 に 先 立 た れ た 妻 が 、 夫 の 火 葬 の 日 に 自 らも飛 び 込

ん で 自殺 を 図 る行 為 で あ る。 ヒ ン ド ゥー教 の 古 い 慣 習 に

さか の ぼ る。 ヒ ン ド ゥー 教 によ って こ う した 行 為 も正 当

化 され 温 存 され て きた の で あ る。

ヴ ェ ーバ ー は、 「プ ロテ ス タ ンテ ィズ ムの 倫 理 と資 本

主 義 の 精 神 」 の 記 述 の 時 に、 伝 統 主 義 的 経 済 に対 して は

伝 統 主 義 、 資 本 主 義 に対 して 資 本 主 義 の 精 神 が 対 応 して

い る と考 え た の と同 じよ う に、 カ ース ト制 に対 して はそ

れ を 維 持 させ た 精 神 と して ヒ ン ド ゥー教 を 考 え て い る。

ヴ ェー バ ー の 見 る と こ ろ、 バ ラモ ン教 の 異 端 と して 生

ま れ た ジ ャイ ナ 教 と仏 教 は現 世 か ら逃 避 す るば か りで 現

世 を 変 革 せ ず 、 バ ラモ ン教 か ら生 まれ た ヒ ン ド ゥー教 が

現 世 に 適 合 し、 現 世 の カ ース ト制 を 正 当 化 して 温 存 す る

もの とな った 。

こ う した 現 世 適 応 、 現 世 維 持 の イ デ オ ロギ ー と して の

ヒ ン ド ゥー 教 に つ い て 述 べ た 後 、 ヴ ェ ーバ ー は、 イ ン ド

宗 教 の 内 的 な 発 展 を 探 ろ う とす る。

こ こで 興 味 深 い の は、 イ ン ド宗 教 思 想 の 発 展 の 契 機 を

ク シ ャ ト リア に思 想 的 優 位 を お びや か され た バ ラ モ ンた

ち が 、 そ の 優 位 を 取 り戻 す べ く思 想 を 展 開 した と見 て い

る ことで あ る。一 部 の文 献 に見 え 隠 れす るよ うに、 ク シ ャ

ト リアの哲 学 的思 惟 はバ ラモ ンの それ を しの ぐよ うに な っ

て い た 。 み ず か らの 宗 教 的 権 威 を 脅 か され そ う にな った

バ ラモ ンた ち は、 自分 た ちの 呪 術 的 な 力 を 正 当 化 しす べ

く思 索 を 展 開 し、 こ う して ウパ ニ シ ャ ッ ド哲 学 が 発 展 し

て きた 。

バ ラモ ンは、 も と も との 祭 司 か ら、 ヴ ェ ー ダ文 献 へ の

ア タル ヴ ァ ・ヴ ェ ー ダの 参 入 にみ られ る よ う に、 呪 文 を

つ か う呪 術 師 へ と変 化 して きた 。 呪 術 師 で あ る ブ ラ フ マ

ン祭 司 が 実 権 を 握 る に至 った の で あ る。

さて この 呪 術 師 た るバ ラモ ンは、 次 の よ うな 自問 自答

を した 。

「な ぜ 私 が 唱 え る呪 文 が 威 力 を 持 つ の か 」。

バ ラモ ンは 、 そ れ は私(ア ー トマ ン)が 宇 宙 の原 理

(ブ ラ ー フ マ ン)と じつ は 同 じ もの、 一 体 だ か ら で は

な い の か 、 と考 え た 。 ウパ ニ シャ ッ ドの 文 献 で は、 そ の

こ とを 、 「汝 は それ で あ る」 とい う言 葉 で表 現 して い る。

こ う して呪 術 師 が 呪術 に よ って世 界 を 動 か し うるの は、

呪 術 師 の 自我 が 世 界 の 原 理 と一 体 の もの だ か らだ と い う

考 え が 生 まれ た 。 これ を ふ つ う 「梵 我 一 如 」 と い う。

さ らに ヴ ェ ー ダ ンタ哲 学 が 確 立 した 思 想 に 「輪 廻 転 生

説 」 が あ る。 霊 魂 輪 廻(サ ンサ ー ラ)と は、 霊 魂 は絶 え

ず 生 まれ 変 わ って い くこ とで あ り、 この 霊 魂 は前 世 の 報

い を 現 世 で 受 け、 現 世 の 罪 は来 世 で 受 け る と され る。 こ

れ を 「業 」(カ ル マ ン)の 教 説 と呼 ぶ。 具 体 的 に は、 前

世 で 善 行 を 積 め ば 、 人 間 や 神 に まで な れ るが 、 罪 を 犯 せ

ば 、 次 の 生 で は獣 や 虫 け らな ど に生 まれ 変 わ る。 カ ー ス

トの 上 下 の 差 別 も、 この 教 説 で 正 当 化 され る。 この 教 説

はバ ラモ ン教 だ けで な く、 イ ン ド思 想 全 般 の 基 本 前 提 と

な って い る。 この 業 に よ る輪 廻 転 生 へ の 巻 き込 まれ か ら

離 脱 す る こ とが 、 イ ン ド宗 教 思 想 にお いて 追 求 され る救

済 な の で あ る。

バ ラモ ン教 で は、 梵 我 一 如 の 考 え か らの 当 然 の 帰 結 と

して、 ブ ラー フマ ンとの我(ア ー トマ ン)と の合 一 に よ っ

て 輪 廻 の 輪 か ら離 脱 で き る と した 。 そ こで は、 呪 術 師 に

な るた め の 修 行(苦 行)が 、 輪 廻 か らの 救 済 の 修 行 へ と

発 展 して い った 。

ウパ ニ シ ャ ッ ド文 献 にす で にみ られ た よ う に、 ク シ ャ

ト リアの 宗 教 的 思 索 が バ ラ モ ンた ちの 思 索 を 脅 か し始 め

て い た 。 そ れ に対 抗 して 、 バ ラ モ ンた ち は 自分 た ちの 正

当 化 の た め に教 え を 発 展 させ た 。 しか し、 そ れ が か え っ

て 現 世 か ら逃 避 す る(輪 廻 か ら離 脱 す る)方 向 を 示 す こ

と とな り、 自分 た ちの 敵 対 者 で あ る異 端(ジ ャ イ ナ教 や



仏 教 な ど)を 盛 ん に させ る こ と にな って しま った の で あ

る。

9. 『ヒ ン ド ゥ ー 教 と仏 教 』(2)

紀 元 前4-5世 紀 、 鉄 器 の 犂 の 使 用 に よ り農 業 生 産 は

飛 躍 的 に拡 大 し、 世 界 の 諸 文 明 に お い て 、 「都 市 発 展 時

代 」 とな った 。 この 時 代 さ まざ まな 思 想 が 展 開 した 。 中

国 に お け る諸 子 百 家 時 代 も この 時 代 で あ る。 イ ン ドで も

同 じこ ろ、 さ まざ まな 思 想 が 花 開 き、 と りわ け世 俗 逃 避

的 知 識 人 に よ る異 端 宗 教 が 展 開 され る こ と にな った 。

まず 、 ウパ ニ シ ャ ッ ド哲 学 の 一 派 で あ るサ ー ンキ ヤ 学

派 は、 男 性 的 精 神 原 理(プ ル シ ャ=ア ー トマ ン)は 女 性

的 原 理 の 原 物 質(プ ラ ク リテ ィ)と 結 合 す る こ と に よ っ

て 輪 廻 に 巻 き込 まれ て お り、 知 恵 を え る こ とで 、 そ こか

ら離 脱(解 脱)で き る と説 い た 。

ジ ャイ ナ 教 は、 苦 行 によ って 古 い 業 を な く し新 しい 業

が 自我 に 付 着 す るの を 防 ぐこ とで 、 輪 廻 か ら離 脱 しよ う

と した。 ジ ャ イ ナ教 徒 は業 の 付 着 を 防 ぐた め に、 「五 誓

戒 」 とい う5つ の 戒 め を 誓 う。 す な わ ち 、 生 き物 を 殺 す

こ と、 嘘 を つ く こ と、 盗 む こ と、 男 女 の よ こ しまな行 為 、

もの を 所 有 す る こ と、 の 禁 止 で あ る。 また ま ちが って 虫

な どを 飲 み 込 ん で 殺 して しまわ な い よ う に、 つ ね にマ ス

クを して い るた め 、 ふ つ うの 生 産 活 動 が で きず 、 も っぱ

ら商 業 に 従 事 す るよ う にな った 。

また 、 一 切 の 衣 服 を ま とわ な い 「空 衣 派 」 と、 染 料 を

つ か わ な い 白 衣 だ け はみ に ま と う こ とを み とめ る 「白衣

派 」 に 分 裂 した 。 結 果 、 一 般 世 界 へ の 影 響 力 は限 定 され

た もの とな った 。

仏教では苦行は否定され、瞑想が重視された。強固に

安定 した自我というものは否定され、人間とはいろいろ

な要素が集まっただけのものとされた。輪廻ばかりでな

く、あらゆるものが変化 してとどまることがないという。

その教えの基本が 「四諦八正道」である。

四諦とは、つぎの4つ の悟りである。

苦諦:生 きることは苦である

集諦:苦 の原因は煩悩である

滅諦:煩 悩を消すことで苦が滅する、すなわち涅槃

(ニルヴァーナ)に いたる。

道諦:煩 悩をな くし悟りを開 くための8つ の道(す な

わち八正道)

八正道とは、正見、正思惟、正語、正業、正命(生 活)、

正精進、正念(自 覚)、正定(瞑 想)か ら成る。

初期の仏教はきわめて個人主義的な修行僧の宗教であっ

た。初期の仏教を 「部派仏教」とよぶ。これは世俗否定

かつ世俗逃避的宗教であった。

紀元前3世 紀～後3世 紀にかけて、こうした修行僧と

はべ つ に、 ブ ッダの 遺 骨 を 収 め た 仏 塔(ス トゥーパ)を

崇 拝 す る一 般 信 者 か ら 「大 乗 仏 教 」 の 運 動 が 生 まれ た。

大 乗 仏 教 で は、 仏 の 複 数 化 す る。 また 仏 とな る(涅槃

にい た る)手 前 で あ え て この 世 に と ど ま り大 衆 を 救 う存

在 と して 「菩 薩 」 の 考 え が 生 まれ た 。 また 人 間 はだ れ で

も仏 にな る性 格 を も って い る と して 、 「如 来 蔵 」(仏 性)

が 提 唱 され た 。

さ らに、 開 祖 ブ ッタの 言 葉 に よ らな い膨 大 な 仏 典 が 出

現 した。 「浄 土 三 部 経 」、 「法 華 経 」、 「般 若 経 」、 「維 摩 経 」、

「涅 槃 経 」、 「勝 鬘 経(し ょ うま ん ぎ ょ う)」 な ど。

また 自我 ば か りか あ らゆ る物 質 が 相 関 的 で あ って 絶 対

で 安 定 した もの で はな い と い う 「空 」 の 思 想 が 提 唱 され

る よ う にな った 。

6～7世 紀 にな る と、 さ らにイ ン ドの 呪 術 的 信 仰 が 積

極 的 導 入 され 、 「密 教 」 が生 まれ た。 マ ン トラ(真 言)

(呪 力 の あ る言 葉 、 バ ラモ ン教 の ダ ラニ)や 印 契(い ん

げ い)(呪 力 を もた らす 手 を結 ぶ 形)や ホ ー マ(護 摩)

(煩悩 を焼 きつ くす火)や タ ン トラ(シ ャ クテ ィ(性 力)

崇 拝)な どが 導 入 され た 。

ま た宇 宙 の根 本 神 と して 、 「大 日如 来 」 が 中心 に す え

られ た 宇 宙 の 表 象 ・神 々 の 配 置(パ ンテ オ ン)で あ る

「マ ンダ ラ」 が う まれ た。 マ ンダ ラに は、 智 の世 界 と し

て の 「金 剛 界 」 と、 理 の世 界 と して の 「胎 蔵 界 」 が あ る。

中 心 とな る教 典 の 「大 日経 」 と 「金 剛 頂 経 」 は 日本 に

も チ ベ ッ トに も伝 播 しま したが 、 「秘 密 集 会 タ ン トラ 」

はチ ベ ッ トのみ に伝 播 して チ ベ ッ ト仏 教 の中 心仏 典 とな っ

た 。

バ ラモ ン教 は ヒン ドゥー教 と して復 興 した。 基 本 神 は、

ブ ラ スマ ー(世 界 創 造 神)、 ヴ ィ シ ュヌ(世 界 維 持 神)、

シヴ ァ(破 壊 神)。 多 くの信 者 は、 ヴ ィシ ュ ヌ派 と シヴ ァ

派 に分 か れ る。 神 へ の 熱 烈 な 信 仰(親 愛 バ ク テ ィ)が 重

視 され る よ う な った。 ま た リンガ(男 根)崇 拝 も盛 ん で、

リンガ に付 随 す る ピー タ(台 座)は 、 ヨー 二(女 性性 器)

を 意 味 して い る。

10. 『古 代 ユ ダ ヤ 教 』

仏 教 はイ ン ドにお い て タ ン トラの 影 響 を う けて 密 教 と

な り、 イ ン ド大 衆 の 呪 術 的 な 密 儀 の な か に溶 けて い って

しま った 。 現 世 逃 避 的 な 知 的 宗 教 で あ る仏 教 は、 現 世 に

向 か う時 、 そ れ と適 合(迎 合)す る こ と にな り、 そ の 呪

術 の 絡 み 合 った 密 林 の よ うな 園 を 切 り開 くど こ ろか 、 そ

の な か に埋 没 した 。 イ ン ドで 途 絶 え た 密 教 はチ ベ ッ トに

伝 わ り、 遊 牧 民 た る吐 蕃 の気 高 さ の なか で命 を与 え られ、

現 代 まで 生 き続 け る こ と にな った 。

他 方 、 イ ン ド大 衆 は、 変 幻 自在 に生 まれ 変 わ り顕 現 す

る ヴ ィ シュ ヌ神 と シバ神 へ の 強烈 な信 仰(バ ク テ ィ)を 、



性交を奉るリンガ崇拝に織り交ぜつつ、 ヒンドゥー教を

復興させることになった。大衆の呪術的 ・性的信仰は、

否定されることな く、現在まで続いてきた。

さて、役人根性(官 僚の精神)た る儒教は、世俗を軽

蔑 しつつ結局はそれに迎合するしかなかった、知的修行

僧の宗教たる仏教は、世俗か ら逃避 したために世俗を変

えることがなかった。また世俗大衆を救う宗教として生

まれ変わった大乗仏教も、さらに性的密儀をとりいれた

密教も、結局、世俗に迎合 し飲み込まれ、呪術にそまっ

た世俗大衆を変えてい くことはなかった。

こうした世俗迎合(適 合)的 な宗教とはちがい、今あ

る現状(世 俗の状況)を 厳 しく否定 しつつ、それを支配

し変えていった宗教として、私たちは古代ユダヤの宗教

を取り上げることにしよう。

ユ ダヤ 民 族 は、 古 代 にお い て 、 周 辺 の 弱 小 民 族 で しか

な か った 。 に もか か わ らず 、 そ れ は消 滅 す る こ と もな く

現 在 ま で 確 固 と存 続 して い る。 い や そ れ ば か りか 、 そ の

弱 小 民 族 の 信 奉 す る神(YHWH)は 、 世 界3大 宗 教 の

うち の2つ 、 キ リス ト教 の 神 、 イ ス ラ ー ムの 神 とな り、

今 な お 、 世 界 の 多 くの 民 を 支 配 して い る。

この パ ラ ド ック ス(逆 説)は い か に して 生 まれ た の か 。

「古 代 ユ ダ ヤ教 』 と い う論 文 は、 この謎 を 解 明 しよ う と

す る論 文 に ほか な らな い 。

地政学上の位置

イスラエルの民が暮らしたカナ ンの地というのは、メ

ソポタミアとエジプ トの両大帝国に挟まれた地域であり、

そのためつねに双方か ら侵略され支配される運命にあっ

た。

カナンの地理

イスラエルの内部は、北の肥沃は農耕地と、南の荒涼

たる砂漠とステ ップ、とに二分される。北には農民が住

み、南には家畜飼育者(牧 羊者)が 定住 した。

古代の国家の発展方向

ヴェーバーは古代において国家の発展には次のような

2系 列があったと考えていた(『古代農業事情』)。

(1)ギリシャ ・ローマ型発展系列:城 砦王制か ら民主的

ポリスの形成に向かう。

(2)オリエ ント型の発展系列:城 砦王制か ら君主政国家

へと発展 してい く。

古代における階級対立

都市貴族が交易によって得た貨幣を農民に貸 し、その

結果、農民が都市貴族の債務奴隷に転落する。この都市

貴族vs債 務奴隷(農 民)が 古代の階級対立である。

(1)の場合は、一般市民が自分武装することで、政治的

権利を得て民主化 した。奴隷は征服地か ら補給され

る。

(2)の場 合 は、 官 僚 制 を も った 絶 対 的 な 王 制(帝 国)が

生 まれ て 、 王 は国 家 を 自分 の 家 と して 支 配 し、 人 民

全体 が王 の家 僕(奴 隷)と な る。 旧 約聖 書 の なか で、

「エ ジ プ トの家 」 と言 う時 に は、 地 理 的 な 「エ ジ プ

ト」 で はな くて 、 人 民 が 奴 隷 状 態 にあ る こ と、 を 指

して い る。

イ ス ラ エル は、(1)と(2)の 発 展 方 向 の は ざ ま にあ って 、

両 方 へ の 発 展 の 方 向 が 働 き、 そ の 葛 藤 と矛 盾 が イ ス ラ エ

ル の 独 自の 発 展 を もた らす こ と にな った 。

イ ス ラエ ル 年 表 (Metzger1963訳 書 参 照)

前19-17世 紀 <族 長 時 代>

前13世 紀 <モ ーゼ 時 代>

前13世 紀 後 半 ・イス ラエル諸民族 カナ ン侵入 ・定着(?)

「契 約 の書 」

前12-11世 紀 <士 師 時 代>部 族 連 合 、 戦 時 にお け る大

士 師 の 指 導

・ 「デ ボ ラの歌」 ペ リシテ人(鉄 器 を持 っ

た 海 の 民)の 東 進 、 シロの 神 殿 を 破 壊

・契 約 の 箱

<王 国 時 代>サ ウル 、 王 権 樹 立

前1000頃 ・ダ ビデ 即 位 エル サ レムへ 遷 都

前961 ・ソ ロモ ン即 位 王 宮 ・神 殿 の 建 設

・ 「ヤ ハ ウ ィ ス ト」(J)

前926 ・王 国 分 裂

<南 北分裂王国時代>

前900頃(北 王 国) ・ヤ ラベ ア ムⅠ 世 、 ベ テル と ダ ン

に金 の 牛 の 像 を 起 き、 聖 所 とす

る。 オ ム リ王 、 サ マ リア に遷都 。

・カ ナ ン宗 教 蔓 延 預 言 者 エ リア

前850頃(北 王 国) ・ 「エ ロ ヒス ト」(H)

・王 母 ア タ リアの 独 裁 と死

・預 言 者 エ リシ ヤ

前845(北 王 国) ・エ ヒウ革 命(預 言 者 エ リヤ と エ

リシ ャ に指 導 され た 抵 抗 運 動 の

指 導 下 に、 エ ヒウが 〈ヤハ ウ ェ

主 義 革 命 〉 を 起 こ し、 オ ム リ家

を 打 倒)

前840(南(ユ ダ)王 国) ・祭 司 に よ る宗 教 粛 正

前800(両 王 国) ・両 王 国 の 繁 栄 と社 会 的 退 廃

(北王 国) ・ヤ ラベ ア ムII世

・預 言 者 ア モ ス と ホ セ ア

前733(両 王 国) ・シ リア ・エ フ ラ イ ム戦 争

(南(ユ ダ)王 国) ・ア ッシ リア に従 属

(北王 国) ・反 ア ッシ リア同 盟 に属 す る

前721(北 王 国) ・ア ッシ リア軍 に よ りサ マ リア陥



落。北王国の崩壊(上 層民の流

刑)と 異民族の移住

〈単一王国時代〉

・ヒゼ キ ア王 宗 教 粛 正 ア ッシ リアへ の 反 乱

前721 ・ア ッ シ リ ア 軍 、 エ ル サ レ ム 包 囲 ア ッ

シ リアへ の 従 属

・預 言 者 イ ザ ヤ(後 期)「 エ ホ ウ ィス ト」

(J+H)

・ア ッシ リアの 衰 退 ユ ダ王 国 の 一 時 的

独 立

・ヨ シ ア王(前640-609)申 命 記 改 革

ヤ ハ ウ ェ原 理 主 義

・エ ル サ レム礼 拝 独 占、 「申 命 記 」 文 書

(D)成 立

前609 ・メギ ドの 戦 い ヨ シ ア王 の 死

・預 言 者 エ レ ミア(前 期)

〈エ ジプ トの 支 配 〉

新 バ ビロニ アの 支 配

預 言 者 エ レ ミア(後 期)

前597 ・新 バ ビロニ ア王 ネ ブカ ドネザ ル の 軍 、

エ ル サ レム包 囲

・第 一 次 捕 囚(上 層 民 を バ ビロ ンに 連

行)

前578 ・新 バ ビロニ ア軍 に よ りエ ル サ レム陥落 、

神 殿 崩 壊

・第 二 次 捕 囚 預 言 者 エゼ キ エル

〈捕囚時代〉

捕囚地バビロンで 「神聖法典」(レ ビ記17-26章)

「祭司文書」(P)成 立 預言者 第二イザヤ

前539 ・ペ ル シ ャ軍 によ りバ ビロ ン陥 落

〈ペルシャ時代〉

前538 ・ペ ル シ ャ皇 帝 キ ュ ロスⅡ 世 の 勅 令 に よ

り第 一 次 帰 還

前515 ・サマ リア人の援助を断り、その妨害に

耐えて神殿を再建。

前458 ・ネ ヘ ミア、 ユ ダ ヤ州 の知 事 と して着 任 。

城 壁 再 建 、 社 会 改 革 。

前430 ・エ ズ ラの 宗 教 改 革 進 展 。

・エル サ レム神聖 共 同体 を確立 。大 祭司 ・

長 老 組 織 によ る行 政

・ 「モ ー ゼ五 書 」(創 世 記 ・出 エ ジプ ト

記 ・レ ビ記 ・民 数 記 ・申 命 記)成 立 。

前331 ・ア レクサ ンダ ー大 王 に よ りペ ル シ ャ滅

亡

ヴェーバーが取 り入れた諸学説

「古代ユダヤ教」をヴェーバーが書いた時はちょうど

現在の旧約学の基礎が築かれた時期にあたる。彼が採用

し現在でも有効とされている旧約学の説は次の2つ であ

る。

4資 料 仮 説(ユ リウ ス ・ヴ ェル ハ ウ ゼ ン提 唱)

旧 約 聖 書 の 律 法(ト ー ラ ー)、 す な わ ち 「モ ー ゼ五 書 」

(創世 記 ・出 エ ジプ ト記 ・レ ビ記 ・民 数 記 ・申命 記)は 、

お も に4つ の 文 書 か ら成 り立 って い る。

文 書 名(略 号)成 立 期 ・成 立 場 所 特 徴 な ど(JEはJ

とEの 結 合)

・ヤ ハ ウ ィ ス ト(J) 前10世 紀統一王朝時代のユダ

神名 「ハヤウェ」を使用

・エ ロ ヒ ス ト(E) 前9世 紀分裂時代の北王国神名

神名 「エロヒーム」を使用

・申 命 記(D) 前7世 紀北王国崩壊後のユダ

捕囚期に増補改訂

・祭 司 文 書(P) 前6世 紀 バ ビロ ニ ア

祭司が作成
・エ ホ ゥス ト(JE) 北王国崩壊後のユダ

JとEを 結合

生の座(Sitz im Leben)(ヘ ルマン・グンケル提唱)

編集された文書には、以前か らのさまざまな伝承(法

律集をふ くむ)が 含まれている。文章の様式か ら、そう

した伝承がおこなわれた場(生 の座)を 探 らな くてはい

けない。

類感的性的狂騒道

また、すでにみたように、フレイザーの 『金枝篇』の

類感呪術の概念か ら、「共感的性的狂騒道」という概念

を作り上げている。これは類感呪術の思考がもた らす、

多産を願っての性的な狂騒道が、農耕民において繰 り返

されるというものである。北王国に頻繁にみ られた金の

牛の崇拝やバール神への崇拝は、まさにこの 「共感的性

的狂騒道」であったとヴェーバーはみていた。

社会対立の構造

ヴェーバーによれば、イスラエルでの王権以前の社会

構成は、農民 ・土地所有の氏族(ヤ ハウェの名のもとに

集う連合軍の担い手)と 、牧羊者の氏族(ヤ ハウェ連合

軍の担い手)と 、客人氏族(手 工業者 ・楽人など)、 と

か ら成ってた。それが、王権成立後の社会構成は、都市

居住地主貴族(軍 事的担い手)と 「都市デーモス」、す

なわち、かってのイスラエル誓約連合の中核だった農民

や牧羊者が非軍事化 ・無産化 して生まれた人びとと、客

人氏族が改宗 した寄留者、という構成に変化 した。王制

の成立によってイスラエル内部に階級対立が生まれたの



で あ る。

イ ス ラ エ ル 内 部 の 階 級 対 立

イ ス ラエ ル 誓 約 連 合 は、 ヤ ハ ウ ェの 名 の 下 に、 カナ ン

の 都 市 貴 族 へ の 反 乱 解 放 の 軍 事 同 盟 と して 生 まれ た 。 も

と も とヤ ハ ウ ェ は、 誓 約 連 合 の た め にモ ーゼ か らイ ス ラ

エ ル の 民 が 受 け入 れ 契 約 を 結 ん だ 戦 争 神 で あ った 。 都 市

貴 族 へ の 隷 属 は、 エ ジプ トの 王 制 の 下 の 屈 従 、 にた とえ

られ た。 だ か らそ こか らの 解 放 は、 「エ ジプ トの家 」 か

らの 解 放 に た とえ られ、 モ ー ゼ の 「エ ジ プ ト脱 出 」(出

エ ジプ ト記)の 記 憶 は、誓 約 連合 の人民 全 体 の記 憶 とな っ

た の で あ る。

に もか か わ らず 、 王 制 が 生 まれ る と、 今 度 は都 にい る

王 と貴 族 が 、 か っ て の 都 市 貴 族 と同 じ く、 民 衆 を 搾 取 し

債 務 奴 隷 に しよ う とす る。 イ ス ラ エル 内 部 に は、 解 放 の

た め の 連 合 か ら生 まれ た 王 制 が 大 衆 に隷 属 を もた ら して

い る ことへ の 不満 と批 判 が た えず 渦 巻 い て い た ので あ る。

ユ ダ ヤ 教 発 展

こ う した 階 級 対 立 か らユ ダヤ 教 は展 開 され 、 そ れ が 国

際 政 治 の 説 明 と され る こ とで 、 一 神 教 へ の 変 容 が 生 まれ

る。 これ を さ ら に詳 し く見 て み よ う。

ユ ダ ヤ教発 展 の担 い手 は、祭 司 ・知識 人 ・預 言 者 で あ っ

た 。

祭 司

神 殿 祭 司 と はち が い 、 一 般 大 衆 を 相 手 に して い た 「レ

ビ人 祭 司 」 こそ 、 ユ ダヤ 教 発 展 の 担 い 手 で あ った 。 か れ

ら レ ビ人 祭 司 は、 大 衆 相 手 の 宗 教 的 カ ウ ンセ リ ング(魂

の み と り)で 、 次 の よ うな 質 問 を 受 けた 。

「ど う して こん な 苦 しい 目 にあ うの で し ょうか?」

これ に 対 して レ ビ人 祭 司 は この よ う に答 え た 。

「あ な た は もの を 盗 ん だ り しませ ん で した か?」

この 質 問 を 肯 定 形 にす る と 「あ な た は盗 ん で はな らな

い 」 とい う戒 律 にな る。

レ ビ人 の も と に来 た の は都 市 貴 族 に よ って 債 務 奴 隷 に

され た り して い る都 市 無 産 階 級 や 地 方 の 搾 取 され て い る

農 民 た ち で あ った 。 彼 らの 質 問 に答 え る につ れ て 、 レ ビ

人 の 宗 教 の 内 容 は、 も と も と は誓 約 同 盟 の 同 胞 で あ った

民 衆 を 無 産 化 させ 隷 属 させ て い る王 制 へ の 批 判 と、 も と

も との 解 放 の 同 盟 で あ った イ ス ラ エル へ と立 ち 返 るべ き

だ 、 とい う内 容 にな って い った の で あ る。

つ ま り、 ヴ ェー バ ー は、律 法 の生 まれ た 「生 の座 」 を、

レ ビ人 の 宗 教 的 カ ウ ンセ リ ング にみ た の で あ る。

知 識 人

ユ ダヤ の 知 識 人 は、 バ ビロニ アや エ ジプ トの 神 話 を 脱

色 して 多 くの 神 を 削 り、 循 環 す る時 間 感 か ら直 線 的 な 時

間 を 導 き出 して 、 ユ ダヤ 教 を 一 神 教 と して 精 錬 して い っ

た 。

た とえ ば、 「テ ィ ア マ ー ト」 と い う(海 水 の)原 母 神

の 殺 害 か ら世 界 が 創 造 され る ネ ヌ マ ・エ リ シュ神 話 を 換

骨 奪 胎 して 、 創 世 記 の 世 界 創 造 神 話 を つ くりあ げ た。 そ

の 際 、 テ ィ アマ ー トは 「海 」 と書 き換 え られ て い る。

しか し、 多 神 教 の 世 界 か ら一 神 教 の 世 界 へ と神 話 を 書

き換 え 、 ユ ダヤ 教 の 純 化 と体 系 化 を はか る に は、 そ の 前

提 と して 、 ヤ ハ ウ ェ神 の 絶 対 性 が 確 立 して いな くて は い

けま せ んで した 。 そ の ヤハ ウ ェの絶 対 性 を確 立 したの が、

預 言 者 で あ る。

預 言 者

預 言 者 た ち は、 神 か らの 言 葉 を 民 衆 に告 げ る こ とで 、

ヤ ハ ウ ェの 絶 対 性 を 確 立 した 。

預 言 者 と は予 言 者 と は ちが う。 預 言 者 と は神 と民 衆 を

つ な ぐ仲 介 者 を い う。 神 の 言 葉 を 預 か り民 衆 に伝 え る、

だ か ら預 言 者 は 「主 は こ う言 わ れ る」 と言 う。 当 時 、 主

人 の 言 葉 を 預 か った 僕(し もべ)は 、 相 手 方 に到 着 す る

と 「私 の 主 人 は こ う言 った 」 と語 り始 め て 、 自分 の 主 人

の 言 葉 を そ の ま まオ ウ ム返 した 。 そ の 習 慣 を 預 言 者 と神

との 間 に適 応 した の で あ る。 つ ま り預 言 は、 将 来 の 予 告

よ り も、 神 の 言 葉 の 宣 布 にあ った(雨 宮2009, p.180)。

ユ ダヤ の 預 言 者 は、 敵 の 帝 国 に よ る北 王 国 とユ ダ ヤの

滅 亡 を 、 ヤ ハ ウ ェが 敵 国 を 操 作 して くだ した 、 イ ス ラ エ

ル へ の罰 だ と解釈 した。 それ まで の解 釈 は、民 族 の敗 北=

国 の 神 の 敗 北 で あ った 。 しか し、 預 言 者 の 解 釈 は、 ユ ダ

ヤ 民 族 の 敗 北=背 信 の ユ ダヤ 民 族 にた いす るヤ ハ ウ ェの

罰 、 で あ った 。 こ こ に、 ヤ ハ ウ ェ は敵 の 帝 国 軍 を も操 れ

る絶 対 的 な 神 へ と昇 格 す る。 この 卓 抜 した 解 釈 と宣 告 に

よ って 、 ヤ ハ ウ ェ は絶 対 の 世 界 神 とな り、 そ の 絶 対 神 の

与 え た 命 令(律 法)を 守 るユ ダヤ 民 族 に は必 ず 救 済 が あ

る はず だ とい う強 烈 な 信 仰 が う まれ た の で あ る。

そ の 際、 イ ス ラエ ルが 犯 した罪 と して 挙 げ られ たの は、

ヤ ハ ウ ェ以 外 の 神 へ の 崇 拝 へ と、 同 胞 を 債 務 奴 隷 と して

隷 属 させ た 罪 で あ る。

イ ス ラ エル に は、 北 と南 の 対 立 と、 都 市 の 貴 族 と(債

務 奴 隷 と して の)農 民 ・定 住 した 牧 羊 者 との 対 立 が あ っ

た 。

農 耕 地 が 多 い北 で は、 農 耕 の 多 産 を 祈 願 す るバ ール な

ど にた い す る信 仰 と祭 儀 が 盛 ん で あ った 。 北 王 国 の 預 言

者 は この ヤ ハ ウ ェ以 外 の 偶 像 崇 拝 に よ る祭 儀 を 激 し く弾

劾 し、 そ れ が 北 王 国 滅 亡 の 原 因 だ った と した 。

南 の ユ ダ王 国 の 預 言 者 は、 さ らに エル サ レムの 神 殿 の

崩 壊 さえ 預 言 す る に至 った 。 同 胞 を 搾 取 隷 属 す る驕 慢 な

王 国 に対 して 、 ヤ ハ ウ ェ は ア ッシ リアや 新 バ ビロ ニ アを

もあ や つ って 罰 を 与 え る。 ユ ダヤ が 崩 壊 した の は、 エ ジ

プ トや ア ッシ リアや 新 バ ビロ ニ アの 神 が 、 ユ ダ ヤの 神 ヤ

ハ ウ ェ よ り強 か った か らで はな い、 ヤ ハ ウ ェが エ ジ プ ト

や ア ッシ リアや 新 バ ビロ ニ アの よ うな 世 界 帝 国 まで も、

あ や つ る よ うな 唯 一 絶 対 の 神 だ か ら、 な の で あ る。



こうした、祭司 ・知識人 ・預言者の三つどもえの働き

によって、ユダヤ教は一神教へと純化 ・体系化され、捕

囚後ユダヤはその信仰による神政政体となった。

ユダヤの崩壊と捕囚というもっとも宗教的な危機でも

ありえた事件が、逆にヤハウェの信仰を強靭なものにし、

それを一神教として確立させた。まさにこの逆説こそ、

西洋社会とイスラム世界を支配する一神教をもた らした

逆説なのである。

預言者の2類 型

ヴェーバーの預言者類型では、「模範預言」と 「使命

預言」が有名である。模範預言は信徒に自らが手本となっ

てみせるような預言者あり、ブッダなどがその例である。

使命預言とは信徒に神の命令を伝える預言者である。古

代ユダヤの預言者がまさにそれにあたる。

「古代ユダヤ教」では、ヴェーバーは預言者を、イメー

ジを幻視する視覚的な預言と、神の声を聞 く聴覚的な預

言とに分けている。

視覚的預言は、集団的な狂騒と関連があるとヴェーバー

はみな している。それはち ょうど、ニーチェが 『悲劇の

誕生』で、コロスの音楽によるディオニソス的原理と彫

刻的なアポロ的原理が、ギ リシャ悲劇のなかで交互に現

れると説いているのと照応する。視覚的預言は音楽にひ

たりなが ら幻影を見る満ち足 りた至福の状態をもたらす。

それにたい して、聴覚的預言はあ くまでも預言者を突き

動か して止まない。それは人を突き動か し続ける命令の

預言なのである。聴覚預言は、セム族の宗教にみ られる

特徴と思われる。この聴覚的な預言者の系譜の最後にあ

る者として、イスラーム教の開祖マホメットが登場する

のである。

ま と め

カ ン トの 「純 粋 理 性 批 判 』 に お い て 、 「純 粋 な理 性 」

は左 頁 で は 「神 は い る」 と言 い、 右 頁 で は 「神 は いな い」

と い う。 「純 粋 な 理 性 」 とい う もの が、 こ う した 自己 分

裂 、 い わ ば 「狂 気 」 にお ち い って い る こ とを 、 カ ン トは

この 「純 粋 理 性 批 判 』 の な か で 描 い た 。

理 づ め だ けで 考 え て い くと、 神 の 存 在 さえ ど う にで も

言 え る、 つ ま り無 根 拠 な もの にな って しま う。 そ れ が 私

た ち 近 代 人 の お か れ た 精 神 的 状 況 で あ る。 あ らゆ る道 徳

倫 理 の 根 拠 だ った 神 が 空 位 とな った 時 代 。 そ れ が 現 代 で

あ る。

「人 を 殺 して 何 が 悪 い の で す か 」 とい う子 ど もの 問 い

か けに 絶 句 して しま う識 者 を 、 も はや 誰 も笑 う こ と はで

きな い 。

か つ て 「神 はい る」 と信 じた 人 た ち が お り、 そ の 人 た

ち は この 世 界 を た しか に変 え て きた 。 しか し、 世 界 は ど

う変 わ った のか。 人 を殺 して はい け な い、 そ の理 由 を は っ

き り と言 う こ とが で きな い、 そ う した 世 界 に変 わ った の

で あ る。

宗 教 が 宗 教 の 欠 落 した 世 界 を 生 ん で しま った 、 この 恐

るべ き逆 説(パ ラ ドッ ク ス)。 この逆 説 的 発 展 の帰 結 と

して の 近 代 社 会 にお いて 、 そ れ で もな お 、 も はや 唱 え る

べ き神 の 名 を 持 た な い に もか か わ らず 、 ひ と び と に訴 え

よ う と もが く人 間 、 そ う い う人 間 と して 私 た ち は マ ック

ス ・ヴ ェ ーバ ーを と らえ た い。

宗 教 と世 俗 の 世 界 との 逆 説 的 な 関 係 は、 彼 の 最 初 の 宗

教 社 会 学 的 論 文 「プ ロ テ ス タ ンテ ィ ズ ムの 倫 理 と資 本 主

義 の 精 神 」 にお い て 、 す で に明 らか で あ る。

教 皇 庁 が 発 行 して い る贖宥状 を 批 判 す る こ とで 宗 教 改

革 を は じめ る こ と にな った マル チ ン ・ル タ ーが そ の 職 業

概 念(職 業 の と らえ か た)に お いて 、 宗 教 者 の 仕 事(聖

職)ば か りか、 い っぱん の仕 事 まで、聖 職 と同 じ 「ベ ル ー

フ」(Beruf)(神 か ら与 え られ た使 命)だ と と らえ よ う

と した ことで 、一 般 の仕 事 、 と くに営 利 活動(金 も う け)

も、 け っ して いや しい仕 事 で はな いの だ と され た 。

ジ ュ ネ ー ブで 厳 格 な 宗 教 政 治 を お こな った カル ヴ ァ ン

は人 間 は救 い に予 定 され て い る者 と滅 び に予 定 され て い

る者 に分 け られ る と した 。 カル ヴ ァ ン派 の 人 々 は、 そ の

仕 事 の 成 果 、 具 体 的 に は、 そ の 営 業 成 果(も う け)が 多

けれ ば 多 い ほ ど、 自分 は救 わ れ る予 定 にあ る、 と思 い こ

み 、 そ う した 「救 い の 証 し」 を 求 め て 、 金 儲 けの 仕 事 を

神 か らの使 命 だ とお もって一 生 懸 命 にす るよ うに な った。

あ る い は、 雇 わ れ 仕 事 を 使 命 だ と思 って ま じめ に働 くよ

う にな った 。 そ う して 営 利 活 動 を す る資 本 家 と労 働 者 が

生 まれ 、 資 本 主 義 が 成 立 した 。

しか しい った ん この 資 本 主 義 が 生 まれ る と、 こん ど は

そ れ 以 外 の 生 活 態 度 は許 され な くな る。 私 た ち は信 仰 の

た め で はな く、 社 会 か ら脱 落 しな いた め に、 必 死 にな っ

て 働 く しか な い 。

硬 直 した シ ス テ ムが 支 配 す る現 代 にあ って そ の シス テ

ムを 打 ち壊 し刷 新 して い くに は ど う した らい いの か 。 そ

う した 革 新 と刷 新 を お こな え る人 間 は どの よ うな 思 想 を

持 って い るの か 。

ヴ ェ ーバ ー はそ う した 人 間 像 を 過 去 の 宗 教 の な か に探

る。 そ れ が か れ の 『宗 教 社 会 学 論 集 』 で あ る。 この 書 は

ヴ ェ ーバ ーの 模 索 の 書 、 いわ ば これ は 「精 神 の 遍 歴 」 な

の で あ る。

硬 直 した シ ス テ ム と して ヴ ェ ーバ ーが 問 題 視 した もの

の ひ とつ が 官 僚 制 で あ る。

官 僚 の 精 神 を 体 現 して い るの が 、 孔 子 を 開 祖 とす る儒

教 で あ る。 冠 婚 葬 祭 の 業 者 だ った 孔 子 とそ の 弟 子 に よ る

この 思 想 は、 つ つ が な く破 綻 な く祭 り事 が お こな わ れ る

こ とを 目的 と して お り、 そ う した うわ べ の 端 正 さ(礼)

に至 上 の 価 値 を お く。



中 国 歴 代 王 朝 が 採 用 した 人 材 登 用 試 験(科 挙)の 試 験

内 容 に この 儒 教 が 採 用 され る こ とで 、 この 儒 教 は中 国 の

政 治 ・知 識 エ リー トの 哲 学 とな った 。

しか し、 一 般 の 人 び と は、 ま じな い(呪 術)を 信 じて

い た 。

フ レイ ザ ー に よ れ ば 呪 術 に は2つ あ る。 ひ とつ は、 似

た 動 作 や 、 似 た もの に加 え た 行 為 は同 じ効 果 を もた らす

とい う原 理 に も とづ く、 類感 呪 術 で あ る。 も うひ とつ は、

い ち ど触 れ あ った もの や 、 体 の 一 部 は、 本 体 と離 れ た の

ち も、 本 体 に 影 響 を 及 ぼ す とい う原 理 に も とづ く、 感 染

呪 術 で あ る。

宗 教 は神 に 懇 願 ・崇 拝 す るの に対 して 、 呪 術 は神 的 な

力 に 操 ろ う とす る。

中 国 で は呪 術 や 占い は道 教 と して ま とめ られ た 。 儒 教 は

そ う した ま じな い な どを 軽 蔑 しな が らも改 め る こ と はな

か った 。 この 役 人 根 性 の 哲 学 は世 俗 に適 合 す る こ と はで

きて も世 俗 を 変 え る こ と はで きな か った で あ る。 もち ろ

ん 、 そ う した 精 神 風 土 の な か で は資 本 主 義 は生 まれ る こ

と はな か った 。

で はそ う した 世 俗 世 界 を 否 定 す る よ うな 宗 教 思 想、はな

か った の か。

ヴ ェー バ ー はそ れ を イ ン ドの 宗 教 思 想、にみ る。

イ ン ド古 来 の ブ ラス マ ン教(バ ラモ ン教)で は、 人 間

の 霊 魂 は、 業 の 輪 廻(め ぐり)に よ って 永 遠 に生 まれ 変

わ る と され る。 生 き物 は前 世 にお か した 罪(業)を 引 き

継 ぎ現 世 に 生 まれ 変 わ り、 現 世 に犯 した 罪 を 、 来 世 に生

ま れ 変 わ って 背 負 う。 こ う して 因 果 応 報 を う けつ つ 転 生

を 重 ね て い く。

この 輪 廻 転 生 か らの 離 脱 こそ 、 イ ン ドの 宗 教 思 想 が め

ざ した もの だ った 。

ブ ッダ は、 こ う した 輪 廻 転 生 を とげ て い く人 生 そ の も

の が 苦 に ほか な らな い と した 。 これ が 「一 切 皆 苦 」 の 教

え で あ る。 そ の こ とを 知 って 正 し く実 践 す る こ とで 、 こ

の 苦 の 連 鎖 か ら離 脱 す る、 す な わ ち涅槃 にい た るの だ と

した 。

しか しブ ッダの 教 え は現 実 世 界 か ら離 脱 して い く修 行

僧 の 宗 教 で あ った 。

そ れ に た い して ブ ッタの 骨 を お さめ た 仏 塔 を 礼 拝 す る

在 家 信 者 た ち か ら う まれ た の が 大 乗 仏 教 で あ った 。 大 乗

仏 教 は、 現 実 世 界 か ら逃 避 す る こ とが で きな い 一 般 の 人

び と は ど うす れ ば 救 わ れ るの か とい う問 題 に こた え よ う

と した 。 仏 とな るた め に修 行 して い る人 で 、 人 び とを 救

うた め に 力 を つ くす 人 を 菩 薩 と呼 ぶ 。 大 乗 仏 教 で は菩 薩

は ブ ッダだ けで はな く、 た くさん お り、 人 び とを 救 う。

つ ま り、 菩 薩 と は、 大 衆 を 救 うた め にあ え て 仏 とな って

涅 槃 に 行 け るの を 思 い と ど ま って い る、 一 種 の 救 世 主 な

の で あ る。

この 菩 薩 の 考 え 方 を 全 面 にだ す こ とで 仏 教 は大 衆 救 済

宗 教 とな った 。

さ らに仏 教 は呪 術 や 民 間 信 仰 を と り いれ イ ン ドの あ っ

た 性 力(シ ャ ク テ ィ)の 秘 儀 を と り いれ る こ とで 密 教 と

な った 。 しか し、 そ の 結 果 、 一 般 大 衆 の 性 的 ・呪 術 的 な

信 仰 の な か に飲 み 込 まれ て しま った 。

この 後 期 密 教 は、 唯 一 、 チ ベ ッ トに伝 来 す る こ とで 、

人 間 の 心 身 と清 濁 の す べ て を と らえ るチ ベ ッ ト密 教 と し

て 現 在 まで 生 き残 った 。

世 俗 否 定 的 で か つ 世 俗 か ら離 脱 しよ う と した 仏 教 は、

結 局 、 一 般 世 界 を 変 え る こ と はで きず 、 そ れ に向 きあ う

とそ れ に迎 合(適 合)す る しか な か った の で あ る。

も と も との イ ン ドの 宗 教 で あ った バ ラ モ ン教 は、 仏 教

や ジ ャイ ナ教 な どの 異 端 を 生 み 出 した 後 、 ヒ ン ドゥー教

と して 復 興 した 。

ヒ ン ド ゥー教 の 神 は ブ ラ ー フ マ神 、 ヴ ィ シ ュ ヌ神 、 シ

ヴ ァ神 の3つ で あ る。 と りわ け、 ヴ ィ シ ュ ヌ神 と シ ヴ ァ

神 が 信 仰 され た 。

ヒ ン ド ゥー教 で は、 行 為 の 成 果 を 思 わ ず 、 義 務 ダル マ

を た ん た ん とお こな う こ とで 、 輪 廻 の 輪 に ま き こ まれ ず

離 脱 で き る、 と され た 。 そ れ を 特 に説 いた の が 、 叙 事 詩

『マ ハ ーバ ー ラ タ』 の な か の 「バ ァガ ッ ト ・ギ ー ター 」

で あ る。 しか し結 果 を 思 わ ず と い うだ けで は心 の 持 って

行 き よ う に困 る。 そ こで 、 ヴ ィ シ ュ ヌ神 あ る い は シバ 神

の こ とを 激 し く思 って 行 為 す る こ とが 勧 め られ た 。 こ う

した 神 へ の 激 しい信 仰(信 愛 バ ク テ ィ)が 推 奨 され る こ

と にな った 。

こ う して 世 俗 に迎 合 す る宗 教 思 想 も世 俗 を 否 定 しそ こ

か ら離 れ て い く宗 教 思 想 も、 一 般 世 界(世 俗)を 変 え て

い く力 に はな らな か った 。 い まあ る世 界(世 俗)を 否 定

しつ つ そ れ に激 し く関 わ りそ れ を 変 え て い くよ うな 宗 教

思想 。 そ う した世 界 を支 配 す る宗教 思想 と して ヴ ェーバ ー

が た ど り着 い た の が 古 代 ユ ダヤ の 宗 教 、 と りわ けそ の 預

言 者 の 思 想 だ った 。

都 市 の 王 や 貴 族 に よ って 抑 圧 され 奴 隷 に され る こ と に

抵 抗 し都 市 か ら逃 げ出 した カ ナ ンの 人 び と は、 同 じよ う

に エ ジプ トの 王 の 元 か ら逃 げて きた モ ー ゼが もた ら した

ヤ ハ ウ ェ とい う神 を 受 け入 れ 、 この ヤ ハ ウ ェの 名 の 下 に

立 ち上 が り、 イ ス ラ エル 人 を 名 乗 り、 王 侯 貴 族 を 打 倒 し

た 。 と こ ろが み ず か らの 国 を つ くる とふ た だ び王 が う ま

れ 人 び とを 搾 取 し隷 属 させ よ う とす る。 王 制 を 批 判 す る

人 び と は、 人 び とを 開 放 した 戦 争 神 ヤ ハ ウ ェを 持 ち出 す

こ とで 王 制 を 批 判 した 。 イ ス ラ エル が そ の 両 側 にあ る大

国 に よ って 滅 ぼ され る と、 民 衆 解 放 の 神 ヤ ハ ウ ェを な い

が しろ に した か らで あ る と預 言 者 は訴 え た 。 預 言 は さ ら

に、 ヤ ハ ウ ェ は エ ジプ ト、 ア ッシ リア、 新 バ ビロ ニ アの

帝 国 を も操 って 、 自 らの 神 殿 さ え 壊 して 、 イ ス ラエ ル



(の ち にユ ダ ヤ)の 人 び とを罰 す る の だ と訴 え た。 そ の

結 果 、 ヤ ハ ウ ェ神 は、 世 界 を 支 配 す る神 とな り、 バ ビロ

ン捕 囚 後 に は、 唯 一 絶 対 の 神 とな った の で した 。 こ う し

て、 ただ1人 の神 を崇 拝 す る一 神 教 が うま れ た ので あ る。

ユ ダヤ 人 や ア ラ ビア人 な どの セ ム族 に は、 神 の 言 葉 を

預 か る預 言 者 の 系 譜 が あ った 。 そ の 系 譜 の 最 後 に立 ち 、

ユ ダヤ 教 ・キ リス ト教 の 神 観 の 元 に新 しい 宗 教 を た ちあ

げ た の が マ ホ メ ッ トで あ った 。 マ ホ メ ッ トはユ ダヤ 教 ・

キ リス ト教 の 一 神 教 を 受 け入 れ 、 よ り簡 単 に しか しよ り

力 強 い もの と した 。

ヴ ェ ーバ ー が 、 『古 代 ユ ダヤ教 』 を書 い て い た時 、 ド

イ ツ帝 国 は第 一世 界 大 戦 の さな か、 亡 国 の危 機 に あ った。

そ の 時 、 あ え て 亡 国 の 危 機 にあ る こ とを 告 げ る預 言 者 と

な ろ う と ヴ ェー バ ー 自身 は した の で あ る。 そ れ は ま さ に

「神 な き時 代 の預 言 者 」 た らん と した英 雄 的 で 悲 劇 的 な

生 き様 だ った の で あ る。
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